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[ 研究概要 ]
　化合物半導体量子ナノ構造とその高性能光デバイスへの応用について研究を行っています。特に、巨大な電

界誘起屈折率変化が期待さる特殊な量子井戸（ポテンシャル制御量子井戸）の理論的検討、実験的検証、超高

速光変調器、光スイッチへの展開に力を入れております。理論的解析、基礎的な結晶成長技術からデバイスの

設計・作製まで手がけております。

[アドバンテージ]
　従来の技術では、電圧による材料の屈折率変化の制御に

は主に電気光学効果（ポッケルス効果）が用いられてきまし

た。しかし、半導体においてはその効果は小さく、動作電圧

やデバイス長が長くなってしまうという欠点がありました。こ

こで、我々の技術を用いれば、その１～２桁以上の大きな屈

折率変化が得ることが期待され、コンパクトで低電圧動作の

光制御デバイスや多値変調等様々なシステムへの応用が可

能です。

[事例紹介]
　共同研究を行っている企業様と光変調デバイスの開発を

進めています。また、マイクロリング共振器等をつかった半導

体光集積回路の実現を目指して研究開発中です。
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■ 主な所属学会
応用物理学会

電子情報通信学会

米国電気電子学会（IEEE）

■ 主な論文
『Microring Resonator Wavelength Tunable Filter Using 

Five-Layer Asymmetric Coupled Quantum Well』「IEEE J. 

Lightwave Technol.」（共著）2011.7

『InGaAs/InAlAs Five-Layer Asymmetric Coupled Quantum 

Well Exhibiting Giant Electrorefractive Index Change』「Jpn. 

J. Appl. Phys.」（共著）2011.4

『Analysis of electrorefractive index change in Ge/SiGe 

coupled quantum well for low-voltage silicon-based optical 

modulators』「Physica E」（共著）2011.4

■ 主な著書
「光エレクトロニクスとその応用」（分担執筆）オーム社　2011.4

「ドライ・ウエットエッチング技術全集（第２章８節を担当）」 技術情

報協会出版 2009.3

「Photonics Based on Wavelength Integration and 

Manipulation (IPAP Books 2) 」 The Institute of Pure and 

Applied Physics 2005.2（分担執筆，編集）
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